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インフルエンザワクチンの接種について

インフルエン ザの 予 防 接 種を 実 施 する にあ たって､受 け ら れ る 方 の 健 康 状 態 を よ く 把 握 す る 必 要 が あ り ま す 。

そ の た め 、表 面 の 予 診 票 に 出 来 る だ け 詳 し く ご 記 入 下さ い 。お 子 さ ん の 場 合 に は 、健 康 状 態 を よ く 把 握 し て い る

保 護 者 が ご 記 入 下 さ い 。

〔ワ ク チ ン の 効 果 と 副 反 応 〕

予 防 接 種 により ､イ ン フ ルエ ン ザ 感 染 を 予 防したり ､症 状 を 軽 くすること が で き ま す。ま た 、イ ン フ ルエ ン ザ による 合 併 症 や 死 亡

を 予 防 するこ と が 期 待 さ れま す。

一方、副 反 応 に 関して、過 敏 症として 発 疹 、じ んましん 、湿 疹 、紅 斑 、多 形 紅 斑 、そ う 痒 、血 管 浮 腫 が 報 告さ れて い ま す。接 種

部 位 の 局 所 症 状として、発 赤 、腫 脹、硬 結 、熱 感 、疼 痛 、し び れ感 、小 水 疱 、蜂 巣 炎 が 報 告さ れて い ま す。精 神 神 経 系 として、

頭 痛 、一 過 性 の 意 識 消 失 、め まい 、顔 面 神 経 麻 痺 等 の 麻 痺 、末 梢 性ニ ューロ パ チ ー、失 神 ・血 管 迷 走 神 経 反 応 、し び れ 感 、振

戦 が 報 告さ れてい ま す。消 化 器 系 として、嘔 吐 ･陽 気 、腹 痛 、下 痢 、食 欲 減 退 があり、筋 ・骨 格 系 として、関 節 痛 、筋 肉 痛 、筋 力

低 下が 報 告さ れて い ま す。そ の 他 の 副 反 応として 発 熱 、悪 寒 、倦 怠 感 、リ ン パ 節 腫 脹 、咳 嗽 、動 悸 、ぶ どう 膜 炎 が 報 告さ れてい

ま す。強 い 卵 アレ ル ギ ーの あ る方 は 、強 い 副 反 応 を 生じ る可 能 性 があり ま すので 必 ず 医 師 に申 し出 て下さ い 。

非 常 に ま れ で す が 、次 の よ う な 重 大 な 副 反 応 が 起 こ る こ と が あ り ま す。① シ ョ ッ ク 、ア ナ フ ィ ラ キ シ ー(じ ん ま し ん 、

呼 (吸困 難 、血 管 浮 腫 な ど )② 急 性 散 在 性 脳 脊 髄 炎 (ＡＤＥＭ)：通 常 、接 種 後 数 日 か ら 2週 間 以 内 に (ま れ に 28日 以 内 に )

発 熱 、頭 痛 、け い れ ん 、運 動 障 害 、意 識 障 害 な ど が あ ら わ れ る ③ 脳 炎 ･脳 症 、脊 髄 炎 、視 神 経 炎 ④ ギ ラ ン ･バ レ ー症 候 群

(両 手 足 の し び れ 、歩 行 障 害 な ど )⑤ け い れ ん (熱 性 け い れ ん を 含 む )⑥ 肝 機 能 障 害 、黄 疸 ⑦ 喘 息 発 作 ⑧ 血 小 板 減 少 性

紫 斑 病 、血 小 板 減 少 ⑨ 血 管 炎 (lgA血 管 炎 、好 酸 球 性 多 発 血 管 炎 性 肉 芽 腫 症 、白 血 球 破 砕 性 血 管 炎 な ど )⑩ 間 質 性 肺 炎

⑩ 皮 膚 粘 膜 眼 症 候 群 (Stｅｖｅｎs-Johnsｏｎ症 候 群 )、急 性 汎 発 陛 発 疹 性 膿 疱 症 ⑩ ネ フ ロ ーゼ 症 候 群

上 記 の 症 状 が 認 めら れたり、疑 わ れた 場 合 は 、す ぐ に医 師 に申 し出 て 下 さ い 。な お 、健 康 被 害 が 生じ た 場 合 の 救 済 につ い て は 、

健 康 被 害 を 受 け た 人 また は 家 族 が 、独 立 行 政 法 人 医 薬 品 医 療 機 器 総 合 機 構 法 に 基 づ い て 手 続き を 行うこと になりま す 。

〔予 防 接 種 を 受 け る こ と が で き な い 人 〕

１．明 ら か に 発 熱 のあ る人 (3Z5°Ｃを 超 える人 )

２．重 篤 な 急 性 疾 患 に か か ってい るこ と が 明 ら かな 人

３．過 去 にイン フルエ ン ザ ワ クチン の 接 種を 受 け て、ア ナフィラ キシ ーを 起 こしたこ と が あ る人

な お ､他 の 医 薬 品 投 与 を受 け て ア ナフィラ キシ ーを 起こした人 は ､接 種を 受 ける 前に医 師 にそ の 旨 を 伝え て判 断 を 仰 い で下さ い 。

４．そ の 他 、医 師 が予 防 接 種 を 受 けること が不 適 当 と 判 断し た 人

〔予 防 接 種 を 受 け る に あ た り 、医 師 と よ く 相 談 し な け れ ぱ な ら な い 人 〕

１，心 臓 病 、腎 臓 病 、肝 臓 病 や 血 液 の 病 気 な ど の人

２．発 育 が 遅く、医 師 、保 健 師 の 指 導 を 受 け て い る人

３．カ ゼ な ど の ひき はじ めと 思 わ れる人

４．予 防 接 種 を 受 け たとき に　 ２日 以 内 に 発 熱 、発 疹 、じ んまし んな ど のアレ ル ギ ーを 疑 う 異 常 が みら れた 人

５．薬 の 投 与 又 は 食 事 (鶏 卵 、鶏 肉 な ど )で 皮 膚 に 発 疹 が 出 たり、体 に 異 常 を き たしたこ と のあ る人

６．今 ま で にけ い れ んを 起こしたこ と が あ る人

ﾌ、過 去 に 本 人や 近 親 者 で 検 査 によ って免 疫 状 態 の 異 常を 指 摘さ れたこ と のあ る人

８．妊 娠 の可 能 性 の あ る人

９．間 質 性 肺 炎 、気 管 支 喘 息 等 の 呼 吸 器系 疾 患 のあ る人

(予 防 接 種 を 受 け た 後 の 注 意 )

１．イ ン フル エ ン ザ ワ ク チン を 受 け た あ と 30分 間 は 、急 な 副 反 応 が 起 きる こ と が あ り ま す。医 療 機 関 にい る な ど して、様 子 を

観 察 し 、医 師と すぐ 連 絡 をと れるようにして お き ましょう。

２．接 種 当 日 の入 浴 は 差 し支 えあ りま せ んが、接 種 部 位をこ すること は や めましょう。

３．接 種 当 日 は 、接 種 部 位を 清 潔 に保 ち 、普 段 通り の 生 活 を しましょう。激 しい 運 動 や 大 量 の 飲 酒 は避 け ましょう。

４．万 一 、高 熱 や け い れ ん な ど の 異 常 な 症 状 が 出 た 場 合 は 、速 や か に医 師 の 診 察 を 受 け て下さ い 。

接種 予 定日 医療機関名

ヽ一 一

あ な た の接 種予定日

ぐ日 )で す

分 匕頁 おこし下さい

月

当日 は 受 付 に 時

イン フ ル エ ン ザト Ａワ ク チ ン の 任 意 の 接 種 に つ い て は ､ワ ク チン を 適 正 に 使 用し た

に も か か わら ず ､そ の 副 反 応 に より 入 院 治 療 が 必 要 匸 な る ほ ど 重 篤 な 健 康 被 害 が

生じ た 場 合 は ､健 康 被 害 を 受 け た 人 又 は 家 族 が 独 立 行 政 法 人 医 薬 品 医 療 機 器 総 合

機 構 法 に 基 づい て ､救 済 手 続 きを 行う 制 度 があります ｡詳 しくは 独 立 行 政 法 人 医 薬 品

医 療 機 器 総 合 機 構 の ホ ーム ペ ージ を ご 覧 ＜だ さい ｡問 合 せ 先 は 右 記 のと おり で す 。

独 立 行 政 法 人 医 薬 品 医 療 機 器 総 合 機 構 救 済 制 度 相 談 窓 口

〒100-0013東 京 都 千 代 田 区 霞 が 関 3-3-2新 霞 が 関 ビ ル

電 話 :0120-149-931（フ リ ーダ イ ヤ ル ）

URL : https://ｗｗｗ･pmda･goJp/relief-services/adr-sufierers/0020.htｍl
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